
６年生理科  足寄動物化石博物館の学芸員さんから学びました！    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和５年１０月２７日 発行 

 

 「自分らしく」よさを発揮できる！ 

 

１１月１０日（金）の学習発表会に向けて、各学年が動き出しました。 

今年度の学習発表会は、入場制限もありませんので、コロナ禍前のように保護者や地域の 

皆さんが参観できます。各学年２０分の持ち時間の中で、これまで学習してきたことを工夫して発表し

ますので、ぜひご来校いただき、子どもたちに温かい拍手をお願いいたします。 

さて、前期の学校評価（第 1回目）の結果がまとまりました。例年のことではありますが、毎回お忙し

い中、丁寧にご回答いただきありがとうございます。以前にもお伝えしましたが、８５％以上の回答をい

ただき、学校の取組に関しまして各項目とも大変温かい評価をいただきました。 

詳細はホームページに掲載いたしますが、ご回答いただいた点数の集計結果や、お寄せいただいた貴重

なご意見等は、保護者の皆様から私どもにいただいた通信簿としてしっかり受け止め、今年度の残りの期

間も継続的な学校改善に努めてまいります。今後ともご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

前期の学校評価について 

５年２組の授業から 

本校では、理科専科として永井教諭が３年生以上で理科の授業を

行っています。理科の学習は、実験などの事前の準備などが必要なこ

とが多くありますが、理科を専門に指導する理科専科がいることで、

様々な実験などの準備も十分に行うことができ、実験や観察などの実

体験を大切に指導し、学びを深めています。 

先日は、永井教諭のつながりで、６年生の理科の時間に、足寄動物

化石博物館の学芸員 新村龍也さんに来ていただきました。  

十勝で見られる地層や、足寄町や道内で採った化石を実際に見せて

もらいながら、たくさんのことを教えていただきました。 

火山からできたきれいな鉱物も見せていただき、自然の力のすごさ

を感じとることができました。ワンガケという方法で、火山灰を双眼

実態顕微鏡で見て、グラウンドの土と火山灰の違いも学習しました。

火山灰を調べることで、地層の年代がわかり、地層に含まれる化石の

あった時代を探ることができることを学んだ子どもたちでした。 

 

 後期の学校のリーダーとして選ばれた児童会役員や委員会の委
員長の皆さんに、校長から認証状を渡しました。各委員会から後
期の活動についてのお知らせもあり、後期の活動がスタートした
ところです。 

会長  ６年 西村  紬 さん   
副会長 ６年 齊藤 優利奈さん 

     ６年 西川 友吾 さん   学校のリーダーと 

記録員 ５年 髙村 洸太 さん   なる皆さんの活躍を 

     ５年 多治見瑠南 さん   期待しています！ 

  

  
深い学び 

後期の児童会認証式 

啓北ホームページ 

 



帯広第一中学校から 1７名が職場体験 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

  

☆今週も「朝の見守り活動」へのご協力 ありがとうございました。 

■ 第２９回モルテン杯 

全十勝バレーボール大会 B クラス大会 

男子の部 優勝  

５年 三好 宏汰 さん 

      （※帯広 JJB 所属） 

   

■ 帯広市スポーツフェスティバル 

  女子５・６年の部（柔道） 

  準優勝 

５年 合田 采加 さん 

■ 第 4 回斎藤文雄杯少年少女柔道大会(左) 

個人戦 男子２年生の部（柔道） 

優 勝 

■ 帯広市スポーツフェスティバル(右) 

男子１・２年生の部（柔道） 

優 勝 ３年 番場 心大朗さん 

 

今週はインターンシップで 

高校生３名が来校 

２０日（金）に、帯広第一中学校の２年生１７名が、職場体験学習

のため本校を訪れました。 

 全員が本校の卒業生です。各学級に１～２名ずつ入り、授業時間か

ら休み時間まで子どもたちと触れ合いながら、懐かしい校舎で、小学

校教員の仕事の一部を体験しました。わずか２年前に本校を卒業した

生徒ですが、顔つきも小学校の時とは違い、頼もしく感じました。 

 職場体験学習は、中学校の教育課程でもキャリア教育として重要な

位置づけがなされており、新しい時代を生き抜く子どもたちにとって

も大切な意味を持っています。今回の体験によって「どんな職業も人

のためになる尊い仕事であること」を実感し、将来に向けて道を切り

拓いていってほしいと願っています。１７名の生徒の皆さんは、とて

も礼儀正しく、小さな子どもたちに優しく接してくれました。 

受け入れた小学校の立場としても、たくましく成長し続けている卒

業生の姿を目の当たりにできる貴重な機会となりました。 

 

 ２３日（月）からの３日間、帯広三条高校から１名、帯広

北高校から２名の計３名がインターンシップで来校しました。

その内、三条高校の生徒は啓北小学校出身の生徒でした。 

高校生は３日間となりますが、いろいろな学年や学級で、

教員の仕事について体験しながら学びました。学習発表会の

練習の時間もあり、子どもたちに音楽を教える場面もありま

した。休み時間には一緒に遊んだり、放課後には発表会の舞

台準備も手伝ってくれた３人です。近年、教員の仕事の大変

さだけがクローズアップされることもありますが、教員の仕

事のやりがいや、魅力を少しでも感じてくれたら嬉しいです。

子どもたちにとっても高校生と触れ合える素敵な時間となり

ました。 

 

藤原さん（三条） 

 

舩戸さん（北高） 

夏井さん（北高） 


